
熊本地域公共交通計画の進捗管理について 

 

１．評価の目的と概要 

〇計画の着実なフォローアップを目的として、年度毎に目標の達成状況の評価を行う。 

 〇評価にあたっては、数値目標の目標値による定量的な評価に留まらず、関連する各事業の

実施状況や課題の整理などを踏まえて総合的に評価を行う。 

「熊本地域公共交通計画 8 章」より 

２．評価の具体手法 

 〇数値目標の達成状況を整理し、公共交通協議会にて報告。 

 〇事業一覧表（別紙）にて事業達成状況を整理し、公共交通協議会にて報告。 

 〇事業進捗管理表（別紙）にて各事業の進捗管理を行い、各専門部会に報告。 

▼評価項目とその取扱い 

評価項目 具体取組 報告 

１．数値目標による定量

的評価 

年度毎の実績値の確認 

公共交通協議会 
２．各事業の実施状況や

課題の整理 

事業一覧表による事業達成

状況の整理 

事業進捗管理表による実施

状況や課題の整理 
各専門部会 

 

３．今後のスケジュール 

 Ｒ３年 8 月～１０月：各事業担当者及び関係者による事業進捗管理表の作成 

 Ｒ３年  １１月以降：各専門部会において事業進捗管理表の内容を報告・協議 

▼事業評価の今後の流れ 

 

 

 

 

資料 2 

各事業毎に 

事業進捗管理表 

を作成 

各専門部会にて 

事業進捗管理表 

を報告・協議 

Ｒ３年度分から 

新様式で評価 



熊本地域公共交通計画 事業一覧表

前期

Ｈ28年度～Ｒ2年度

後期

Ｒ3年度～Ｒ7年度

事業（1）

ゾーンシステムの導入

各種交通手段を幹線と支線に設定するゾー

ンシステムの導入

・植木、小島方面において、利用実態を踏まえた再編を実施（Ｒ

1.10）

・これまでの実施状況を整理

・他の方面について検討

事業（2）

乗換拠点の整備

ゾーンシステム乗換拠点や地域拠点乗換拠

点、鉄道駅乗換拠点等における待合環境等

の整備

・植木、小島方面の再編に合わせた整備の実施

・その他バス停の環境改善（実施中）

・植木駅における駅前広場整備（実施中）

・今後の再編にあわせた環境整備を検討

・植木駅前広場における結節点強化（ロータリー及び駐輪場）

事業（3）

快速バス等の導入

ゾーンシステム乗換拠点等からの快速バス等

の導入検討

・ニーズや運行内容の検討

・既存路線の利活用の検討

事業（4-1）

公共車両等の走行環境の改善

バス専用（優先）レーンや公共車両優先シ

ステム（PTPS）の導入拡大検討
・交通管理者との協議

事業（4-2）

公共車両等の走行環境の改善
ボトルネック交差点の改良、バスベイの整備 ・道路整備プログラムに沿った事業の実施

事業（5）

バス・鉄軌道等の輸送力の向上

大量輸送車両の導入や需要に応じた増便

等による輸送力の向上

・新水前寺発の臨時便の運行

・輸送力の高い連接車両の復活運行

・多両編成車両（超低床電車）の導入検討（市電）

・輸送需要に応じた折り返し運行の検討（市電）

事業（6）

新たな路線の検討

桜町バスターミナル・熊本駅を核とした新たな

路線の検討

・桜町再開発事業に伴い、バスターミナルを再整備

・熊本駅東口駅前広場をサブターミナルとして再整備
・新規路線の検討

事業（7）

バス路線網の再構築

共同経営を中心とした持続可能なバス路線

網の再構築

・熊本におけるバス交通のあり方検討会にて検討

・共同経営準備室による路線再構築の検討
・共同経営推進室による路線の路線再構築の検討

事業（8）

環状線（まちなかループバス等）の導

入

各基幹公共交通軸を補完する環状線の導

入検討
・東バイパスライナーの運行 ・まちなかループバスの試験運行

事業（9）

輸送資源を活用した交通体系の効率

化

地域の実情に合わせて公共交通ネットワーク

の維持や最適化を進める。
・ダウンサイジング等の検討

事業（10）

公共交通空白地域等へのコミュニティ交

通の導入

公共交通空白地域等にデマンド型の乗合タ

クシー等を導入

・空白・不便地域対応乗合タクシーの導入

（中緑乗合タクシー、弓削乗合タクシーなど）

・引き続き空白地域、不便地域への対応を実施

・制度の見直し

事業（11）

新たなコミュニティ交通の導入

地域の特性や実情に応じた新たなコミュニティ

交通の導入検討
・新たなコミュニティ交通の導入について検討

・ＡＩを活用したデマンドタクシーなど新技術を活用した新たなモビリ

ティの導入を検討

事業（12）

バスロケーションシステム等の導入

位置情報システム（ＧＰＳ）を活用したバ

スロケーションシステムやスマートバス停の導入

・バスロケーションシステム導入（Ｈ31.4）

・熊本駅にスマートバス停を導入（Ｒ3.3）

・バスロケの使い方の周知

・スマートバス停導入拡大検討

事業（13）

市電ロケーションシステム等の導入

位置情報システム（ＧＰＳ）を活用した市

電ロケーションシステムやスマート電停の導入

・市電ロケーションシステム導入（Ｈ29.3）

・熊本駅にスマート電停を導入（Ｒ3.3）
・スマート電停導入拡大検討

事業（14）

バリアフリー対応車両の充実

ノンステップバスや超低床電車（LRV）の導

入

・ノンステップバスや超低床電車の導入を促進

（熊本市内の路線バスの低床車両率

   Ｈ28:35.5％ → R03:65.2%)

・引き続き、ノンステップバスの導入を促進

・多両編成車両（超低床電車）の導入検討（市電）

事業（15）

電停のバリアフリー化（電停改良）

電停ホームのバリアフリー化（かさ上げ、拡幅

等）

・通町筋、河原町電停の改良を実施

・辛島町、動植物園入口電停の改良（実施中）

・辛島町、動植物園入口、通町筋（下り）電停の改良（完成予

定）

事業（16）

パークアンドライド（P&R）、サイクルアン

ドライド（Ｃ＆Ｒ）等の拡充

パークアンドライド（P&R）、キスアンドライド

（K&R）、サイクルアンドライド（C&R）の

整備

・Ｐ＆Ｒの利用を促進

・鉄軌道駅における駐輪場整備（川尻、上熊本、段山電停、熊

本、田崎橋電停、植木）

・引き続きＰ＆Ｒ等の利用を促進

事業（17）

交通事業者等と連携した利用促進

バス事業者・関係機関等と連携した公共交

通利用促進事業の実施・拡大

・公共交通利用促進キャンペーンや小学生向けの出前講座を実

施

・バス事業者と連携したモビリティマネジメントの実施

・バス待ち処の設置（商業施設を活用した待合環境の改善）

・バスの案内番号の英数化を実施

・引き続き利用促進を実施

事業（18）

新しい生活様式への対応
感染リスク低減を図る取組の実施 ・車両の消毒や換気を行い、感染リスクを低減 ・引き続き感染リスク低減を図る取組を実施

事業（19）

公共交通のシームレス化の推進

ＭａａＳ等の新しいモビリティサービスの展開

を見据え、ＡＩやＩＣＴ等の新技術を積極

的に活用し移動のシームレス化を図る。

・熊本版MaaSの方向性、必要な施策等について検討

・交差点の改良、バスベイの整備を道路改良に併せて実施

事業名称 事業概要
事業スケジュール

これまでの取組 今年度（令和３年度）の取組予定

実施中 検討・実

実施中 検討・実

検討・実

実施中 拡大検討

実施中 拡大実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大検

実施中 拡大検

検討・実

実施中 拡大実施

検討・実

実施中 拡大検

実施中 拡大検

実施中 拡大実施

実施中 拡大実施

実施中 拡大検

実施中
拡大検
討・実施

拡大検

検討・実



進捗管理表の作成イメージ
熊本地域公共交通計画進捗管理表 （ 16 ）

計
画

実
施

計
画

実
施

計
画

実
施

1

2

3
・交通事業者による施設設置・運営
・熊本市による施設設置・運営
・商業施設等による施設設置・運営

・交通事業者による施設設置・運営
・熊本市による施設設置・運営
・商業施設等による施設設置・運営

・交通事業者による利用啓発
・熊本市による利用啓発

昨年度末（令和２年度末）の取組状況

・Ｐ＆Ｒを周知啓発するためのリーフレットの作成を行った。
・Ｐ＆Ｒ施設の新規設置に向けて関係者と協議を行った。
・熊本駅南駐輪場の整備を行った。
・植木駅駐輪場工事に向けた関係者調整を実施。

事業実施上の課題と対策

・現在運営しているＰ＆Ｒ駐車場には空きがあるため、更なる利用促進を検討していく必要がある。

今年度（令和３年度）の取組予定

・近隣都市と連携し啓発チラシを配布
・新規Ｐ＆Ｒ施設の設置

施策概要 実施主体

P&R、Ｃ＆Ｒを実施している箇所について、利用促進策を実施
する。

Ｐ＆Ｒ施設の運営・拡充

Ｃ＆Ｒ施設の運営・拡充

3
Ｃ＆Ｒ施設の運営・
拡充

2
Ｐ＆Ｒ施設の運営・
拡充

R04 R05 R06 R07

1 利用促進

目標③ 実施中
拡大検討・
実施

実施施策 Ｈ２８ H29 H30 R01 R02 R03

事業の概要 パークアンドライド（P&R）、サイクルアンドライド（C&R）、キスアンドライド（K&R）の整備

主な事業エリア 基幹公共交通軸沿線

実施主体 熊本市、嘉島町、近隣自治体、交通事業者
実施状況

前期 後期

関連目標

事業 事業位置図・事業概要図　等

施策・事業名 パークアンドライド（P&R）、サイクルアンドライド（C＆R）等の拡充

実施の目的 公共交通の利用促進

利用啓発（チラシ、グッズ等によるＰＲ）

利用啓発（チラシ、グッズ等によるＰＲ）

実施中 拡大検討・実施

川尻

駅

▼商業施設等を活用したパークアンドライド

▼サイクル&ライドの推進

▼パーク & ライド利用啓発チラシ

実施中

拡大検討・実施

上熊

本駅

熊本

駅

田崎

橋

熊本

駅


